(J. ステュアート）『ラナーク州の利益についての諸考察』（下） by 渡辺 邦博 & 飯塚 正朝







ラ γデヲ F ・イ νタレスト トレーデ ， >'Y ・イシ'タレスト
大計画が実行に移されることからおこり，ラナーク州の土地利害集団と商工業利害集団に様々
な方法で影響を及ぼす可能性があるいくつかの不測の結果について検討を加えるつもりである。











第 2 に，グラスゴウへ送られるか，グラスゴウから搬出されるのは全体の10分の 9 である。第
3 に，グラスゴウが取引しているこの 9 千タンのうち，約 6 千タンはこの都市とその近隣の消
費用にグラスゴウに持ちこまれる穀物からなっている。第 4 に， 10年もたてばグラスゴウの近




第 5 ~;こ，運河にかかる水門税は 1 マイルにつきタン当り 2 ペンスとされていた。第 6 に，キ (4J 
ャロンからグラスゴウへの陸路による運送費は夏と冬との平均ではタン当り 20シリング，すな
わち 1 万タンにつき 1 万ポンドであった。これに対して水運によるなら総量は 3 千ポンド<ス
ターリング>で運搬されるだろう。これは 1 タンの運送費にすればわずかに 6 シリングであり，
この 6 シリングのうち28マイルに対する水門料に 4 シリング 8 ペンス，残りはタン当りにつき



































上述の 3 月 30 日付の論説における第 6項でみたとおり，穀物を陸路で運ぶ場合と運河で運ぶ
場合との差額はタン当り 14シリングと算定されている。運河による運送費のこの削減はミール


































































このー荷は 8 分の 1 チャルダーすなわちタンになる。だからこの割合でいくと，実測50マイ








呼べなし、から)， 1 タンの重量のものを運ぶのに 1 マイル当り 4 ペンス 1 ファージングだとし






いま確かめたように，わが陸上運送の夏における運送費は 1 マイルにつきタン当り 4 ペンス
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1 ファージシグでしかなし、。運河による運送費は28マイノレにつきタン当り 6 シリングであり，
1 マイルにすると約 2 ペンス半であるということはすで、にみた。そこで両者の差は 1 マイルに
つきタン当り 1 ペニー 3 ファージングの節約となる。 28マイルにすればあわせてタンすなわち





































誰でも， 8 ペンスに値するよりも， 1 日 1 シリングに値する人手がし、ることの方に同意するに
違いない。
以上のことから，わが最良の人手が何人か引き抜かれることは認めよう。だが私に言わせる






もしもグラスゴウ市民が 1 万タンの28マイル運搬に 1 マイルにつきタン当り 6 ペンス節約す
るために， 4 万ポンド・スターリングを支出しても利益があるとするなら，近隣地域からグラ



















る。だが，冬にその背に 1 荷分運搬する同じ馬が夏には荷車でその 3 倍も運搬するものである，















































































































































































































































L 、。すなわち，例えば前渡しは 6 週間ないし 2 か月で返済されるものとすることである。この
















































































( 1 ) チャーノレズ・ダヴナント (Charles Davenant, 1656-1714) の『イングランドの公収入と貿易に
かんする諸論説JI (Discourses on the ρublic revenue, and the trade 01 England.. ・， London, 1698) 
の一節。本書は1771年に刊行されたサー・チャーノレズ・ホイットワース編の『著作集JI (The Politiｭ
cal and Commercial Works 01 that celebrated Writer Charles D' avenant, LL. D. relating to 
the Trade and Revenue 01 England, the Plantation Trade, the East-India Trade and Alrican 
Trade, in 5 vols, London) に収められている。本文の一節は『著作集』第 1 巻の 143ページからお
おむね忠実な引用が行われている。本文での文献指示が『第一論説』となっているのは，本書が 2部
8 論文から成り，当該箇所は第 1 部第 1 論文に存在するからであろう。ステュアートは『原理』初版
以来ダヴナントを明示して使っているが， r原理』著作集版では第 4編第 4部第 3章，先借りにかん
する章の表題に「この問題にかんするダヴナント博士の見解」という文言が追加されている。
( 2) A Dictionary 01 the Printers & Booksellers who were at work in England, Scotland & lreland 
Irom 1726-1775, Ilkley, 1977. くScottish Printers, Book-sellers & Bookprinters by G. H. 
Bushnell> には， Lauchlan Hunter (1733c.-1770)，エディンバラの書店・製本業者についての項
目があり，ヒュームの History 01 the House & Race 01 Dりuglas， 1743. の販売も行ったことに
なっている。ちなみに， Scots Magazine , Oct. 1743. p.480 には， New Books として Edin­
burgh. The history 01 the house & race 01 Douglas and Angus. By Mr. David Hume of 
Godscroft. A new edition, in 2 voll. 1207s. との記述がある。
(3) ‘ Grassum' は，新たに借地契約を結ぶときや，契約を更新するときに領主に支払うことになって
いる契約一時金であり，その額は 1 年間の地代額の 1~3倍に相当するとされていた。しかし正確に
は分かっていない。下層の借地人にはこの契約金は極めて重荷に感じられてた。スミスも『国富論』
で，借地契約の更新にたいする一時金 (fine) に言及し，これは借地人の耕作能力を減ずるものだと
批判している (The Wealth 01 Nations, The Glasgow Edition of The Works and Corres?ndence 
01 Adam Smith, II , ed. by R. H. Campbell & A. S. Skinner, Oxford , 1976, p. 831.)。なお，
The Scottish National Dictionary, ed. by William Grant, M. A., Edinburgh (以下では，
S. N. D. と略す〉の“GRASSUM" の項を参照されたい。
(4) ノレード (rood)。“ruid" とも綴られる。土地の面積の単位である。スコットランドでは ruid，イン
グランドでは rood が多用される。 4ruid=l acre，だから 1 ノレード与1.000 m2 である。これが基準
とされるが，地域によって変化することもある。詳しくは， S. N. D. の“RUID" 及び。 Oxlord
English Dictionary, 2nd edition (以下では， O.E. D. と略す〉の“rood" の項を参照されたい。
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(5) ストン(stone)。重量の単位で， 1 ストン =14重量ポンド(14poundsavoirdupois= 1/8 of a hundredｭ
weight, or half a quarter) , が標準である。しかし計量されるものによって， 8~24ポンドと変
化する。 1 ストン =14ポンドとされるのは，人間や大きな動物の体重を計る場合が多い (O.E. D. の




用いられており， S. N. D. (vol. 8, p.528) の“STANE" の項・ 5 には，この意味に用いられて
いるものとして，本書の当該箇所が引用され，しかも 1 ストン与 17ポンド 6 オンス，とされている。
しかしこれでは本書の換算 (1 ストン与22.4重量ポンド〉と合致しない。
(6) タイトルに省略があるが，チャーノレズ・スミス (Charles Smith, 17日-1777) の『穀物貿易と穀物
法にかんする三論説，補遺付き II (Three Tracts on the Corn-Trade and Corn-Laws, with a Sゅ­








であるが。A. Smith, The Wealth of Nations, op. ci t., pp. 461 , 508, 534-5. 参照。
(7) 公租く原語は stent>。土地に課せられる一種の税である。王領地の保有者(男爵，自治都市など)
が国王に支払う場合と，教会がその建物の維持や学校運営という目的で地主に課する場合がある。本
文の文脈から後者の意味で使われていると言えよう。 S. N. D. の“STENT， n ・ 2， v・ 2" の項・ト
n. 1.を参照されたい。
(8) 内耕地 (Croft)，外耕地 (Field-land)。内耕地は








な状態におかれた土地は全農場の 3 分の l から 4分
の 1 を超えたことは波多になく，ときには 5 分の l
から 6 分の l にも達しないこともあった。残りの部
分はぜんぜん施肥されなかったけれど，そのうちあ
る部分は交互に規則的に耕作されては地力が枯渇す
る状態をくり返したJ (The Wealth of Nations, 
op. cit. , pp. 239. 訳文は，大河内一男監訳『国富
論II 1 , 359頁より。
スコットランドの!日耕地制度
(9) ここで示されている『イングランド地方巡行 6 週間II (The six weeks Tour, through the southern 
counties of England and Wales... , London, 1768.) のことであろう。ここでは穀物購買者の階層





(10) ‘equipage' については竹内謙二『誤訳11 (1964年，復刻，潮文社， 19四年) 75ページ以下にA ・ス
ミス『国富論』の当該用語をめぐる詳細な考証があり，事実，大河内一男監訳・アダム・スミス『国
富論11 1 (中央公論社， 1976年〉の273~4ページの 3 箇所では「馬車(一式)J という訳語が採用されて
いる。そのパラグラフでのスミスの用例は， Cloathing and lodging, household furniture , and , 
what is called Equipage, とか， buidling, dress, equipage, and household furniture，とか，
buidling, dress, equipage, or household furniture，であり (The Wealth 01 Nations, op. 
ci仁， pp. 180-2)。本文中の their buildings, clothes, furniture, equipage, utensils, &c. の用
例によく似ている。当時こうした慣用例が存在したことを推測しうる。他方， O. E. D. vol. V, 




は， ~サー・ジェイムズ・ステュアート著作集』第 5 巻， The Works, Political, Metaρhisical， & 
Chronological 01 the late Sir James Steuart 01 Coltness, Bart. Vol. 5, London , 1805, pp. 
140-1 , J .ステュアート著.飯塚正朝・渡辺邦博訳『スコットランド・ラナーク州の利益について
の諸考察11 (下)， ~佐賀大学経済論集』第20巻第 2 号， 1987年 8 月， 60-61ページ，をみよ。
なお， ~ラナーク州の利益……』の初版と『著作集』版とのこの箇所を含む詳しい異同については，
渡辺邦博 r[サー・ジェイムズ・ステュアート J ~ラナーク州の利益に関する諸考察』についてJ，桃
山学院大学『経済経営論集』第28巻第 2 号， 1986年10月，を参照されたい。
(12) ラドノレ(ladle) は今日，ひしゃく，大さじ等の意味で用いられているが， 18世紀末までスコットラ
ンドでは，食糧などが都市 (burgh) に売ることを目的として搬入されるときに，その都市により課
せられた税の一種の意味で用いられていた。その支払いは，はじめのうち現物によったが，のちには
貨弊にかわった。 S. N. D. の 'LADLE' の項・ 4 には，この意味で用いられている例として，本
文の当該箇所が引用されている。
(13) ファーロット (firlot) は，主に穀物に用いられる容量の単位で，穀物の種類及び地域によって若手
異なる。基準とされるのは， リンリスゴウ(Linlithgow) 標準であり， 1 ファーロ γ ト =1/4ボール=
4 ベックである。本文で問題となっているミールについて，容量ではなく重量の意味でファーロット
が用いられている。 S. N. D. によると，この重量単位としてラナーク州では， 1 ベック =9重量ポ
ンド， とされていた。ちなみに， リンリスゴウ標準の容量をミーノレについての重量に換算すれば， 1 
ベック= 8 3/4重量ポンド.となる。詳しくは， O. E.D. 及び S. N. D. の 'firlot'， 'peck' , 'boll' 
(S. N. D. では見出は大文字で示されている〉の項を参照されたい。
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